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追悼の辞（In Memoriam of Professor Yoshinobu Kumata）………
熊田禎宣教授：人と学問 …………………………………………………
熊田禎宣先生追悼文 ………………………………………………………
熊田禎宣先生略歴および業績

信用金庫の優良取引先企業に関する研究 ………………………
社会科学分野における大学の産学連携戦略
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　─ 多様な産学連携モデルに向けた予備的考察 ─ …………
地方政府の行政評価の成果と課題
　─ 都市データを用いたクロス集計分析 ─ …………………

居住用建物に重大な瑕疵がある場合の損害賠償請求における
　居住利益の損益相殺に関する一考察
　─ 最高裁平成22・６・17を契機として ─ …………………
島根原子力発電所における点検時期超過事案に関する事例分析 …
企業と財務諸表
　─ 企業価値における乖離の視点から ─ ……………………

租税法の解釈についての一考察
　（福岡高裁平成21年７月29日判決の研究）…………………
経営生活論からみたサービスの有用性
　─「経営におけるプロフェッショナル・サービス」
　　　研究の視座を求めて ─ …………………………………
グローバル資本主義の本質とIFRS/IAS抬頭の相互関連性 …
マーケティング・リサーチ研究（７） …………………………

平成22年学外研究活動報告 …………………………………………………………
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千葉商科大学国府台学会会則（抜粋）

第 ２ 条　　本会は，会員の研究助成とその発表普及を目的とする。　　　

第 ３ 条　　本会は，千葉商科大学の専任教員をもって組織する。　　　　

第 ４ 条　　本会は，次の事業を行なう。　　　　　　　　　　　　　　　

1．機関誌『千葉商大論叢』『千葉商大紀要』の発行。　　　　　

2．各種研究会・講演会の開催。　　　　　　　　　　　　　　　

3．その他本会の目的を達成するために適当と認められる事業。　

第 ５ 条　　本会に次の役員をおく。　　　　　　　　　　　　　　　　　

1．会長　学長がこれにあたる。　　　　　　　　　　　　　　　

2．運営委員長　運営委員の互選による。　　　　　　　　　　　

　　　3．運営委員若干名　会員総会で選出され任期は１年とし本会の事務を　

分担する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


